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住宅および店舗・施設などの建築物のための建材・部材・設
備・サービスが一堂に展示される専門展示会の総称「Japan Home & 
Building Show」では、｢庭づくり･ガーデニング展｣を新設し、エクステ
リア販工店や造園業者等を動員する。

庭を含めたエクステリアは、建物の外観を良くし、安全性･防犯性を高めることに貢献する大切な要素であり、
家族団らんの場や子供が遊べる場、趣味の場でもあるのが庭の存在。同展では庭づくりも含めた家づくりの視点か
ら価値ある住宅をつくるための関連製品・サービスの出展を予定。

2015年11月18～20日　東京ビッグサイトで開催。入場事前登録制。http://www.jma.or.jp/jhbs/

(一社)日本家庭園芸普及協会では「第26回2016日本フラワー＆ガーデンショウ」の出展社を
募集開始した。開催地をパシフィコ横浜に移し４月22日～24日にかけて開催する。ショウテー
マを「花を楽しみつくす～五感で楽しむ花と緑のある暮らし～」とし、「見る」「食べる」「学ぶ」イ
ベントを予定している。出展申込締切12月25日。

http://www.kateiengei.or.jp/show/

東日本大震災地域の小学校に対する支援活動として、10 回目の支援活動を行いました。
今回は、学校行事多忙の時期等で直接訪問しての活動が希望少数だったため、物資による支援となりました。
希望内容を聞き取りし、プランター 110 個、肥料 306 袋、培養土 479 袋、花苗はストック・パンジービオラを

主体にアリッサム・ノースポール・チューリップ・クリスマスローズ・ラベンダーなど約 4500 ポットの花苗や球
根を、気仙沼市の８校、釜石市の５校に 10/19 ～ 21 到着で贈らせていただきました。

今までの支援先は、気仙沼市内の小学校が主だったのですが、今回は釜石市内の小学校からの応募が増え、学
校側の受け入れ体制が進んだように感じました。また、釜石の支援先小学校からは、鹿に食べられない花を希望
され、クリスマスローズ、ラベンダーを選びました。果たして残るかどうかも心配なところです。

来年春は、5 月下旬の支援を予定しております。「ガーデン
を考える会」として支援活動を始め、6 年目の節目の春を迎え
ます。この支援活動には、多くの会員様に協力を呼びかけ、
現地活動が盛大に行なえたらと考えております。

会員の皆様宜しく御願い致します。

支援推進委員会委員長
豊明花き㈱　村雲俊作

協力各社
資材協力　アップルウェアー、ハイポネックスジャパン
花材協力　フラワーオークションジャパン、桂花園、
　　　　　愛知県小牧市（非会員）芳樹園、豊明花き
支援金　　ハクサンインターナショナル　牧野　ＪＯＹアグリス
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